
(57)【要約】

【課題】手元側の操作で針先の向きを大きく変更できる

内視鏡用穿刺針を提供する。

【解決手段】内視鏡用穿刺針１は、シース２３の先端か

ら針管２４を突出させた状態で、消化管の壁部Ｗ１及び

他の組織Ｗ２を順番に貫通する。ワイヤ２６を引くと、

針管２４が湾曲して略Ｕ字状になり、他の組織Ｗ２の内

面Ｗ２１に向く。この状態で、内視鏡用穿刺針１を引き

戻すと、針管２４が他の組織Ｗ２と消化管の壁部Ｗ１と

を順番に逆向きに穿通する。ワイヤ２６の引っ張り量で

、第１の穿通孔Ｐ１と第２の穿通孔Ｐ２との間の距離を

調整できる。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 可 撓 性 を 有 し 、 体 内 に 挿 入 さ れ る 長 尺 の シ ー ス と 、
　 前 記 シ ー ス の 基 端 側 に 設 け ら れ た 操 作 部 と 、
　 前 記 シ ー ス に 進 退 自 在 に 通 さ れ 、 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 を 有 す る 針 と 、
　 前 記 シ ー ス に 対 し て 進 退 自 在 に 設 け ら れ 、 前 記 針 の 先 端 か ら 所 定 長 だ け 基 端 側 に 固 定 さ
れ た 固 定 端 を 有 す る 湾 曲 操 作 部 材 と 、
　 前 記 湾 曲 操 作 部 材 の 前 記 固 定 端 よ り も 基 端 側 を 押 さ え 付 け る 押 さ え 部 材 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 穿 刺 針 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 湾 曲 操 作 部 材 は 、 前 記 固 定 端 か ら 前 記 押 さ え 部 材 に 押 さ え ら れ る 部 分 ま で の 間 に 、
前 記 湾 曲 操 作 部 材 の 他 の 部 分 に 比 べ て 硬 度 が 相 対 的 に 高 い 硬 質 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 穿 刺 針 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 硬 質 部 は 、 前 記 湾 曲 操 作 部 材 に 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 穿 刺 針 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 を 通 し て 体 内 に 挿 入 さ れ 、 組 織 な ど に 刺 入 さ れ る 内 視 鏡 用 穿 刺 針 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 患 者 の 体 内 に 内 視 鏡 を 挿 入 し て 経 内 視 鏡 的 な 処 置 を 行 う 場 合 に は 、 内 視 鏡 に 内 視 鏡 用 穿
刺 針 を 通 し て 、 組 織 に 薬 剤 を 注 入 し た り 、 組 織 の 縫 合 や 組 織 の 採 取 を し た り す る こ と が あ
る 。 こ の よ う な 手 技 に 使 用 さ れ る 内 視 鏡 用 穿 刺 針 に は 、 湾 曲 自 在 な 針 を 有 し 、 針 を 湾 曲 さ
せ る た め の 紐 を 針 の 先 端 に 取 り 付 け る と 共 に 、 針 の 先 端 の わ ず か な 領 域 を 除 い て 筒 に 挿 入
し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 筒 は 、 容 易 に 曲 げ る こ と が で き る が 、 筒 の
直 径 は 変 化 し 難 い 素 材 か ら 製 造 さ れ て い る 。 針 で 組 織 を 突 き 刺 し た 状 態 で 紐 を 引 く と 、 針
と 筒 が 湾 曲 す る 。 こ の 内 視 鏡 用 穿 刺 針 で は 、 針 先 の 向 き を 変 え た い と き に 、 組 織 外 ま で 針
を 引 き 抜 か な く て も 向 き を 変 え ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ８ ３ ０ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 針 の 先 端 が 僅 か に 露 出 す る 程 度 に 筒 に 収 ま っ て い る の で 、 筒 が 抵 抗 と な
っ て 紐 を 引 い て も 大 き く 湾 曲 さ せ る こ と は で き な か っ た 。 さ ら に 、 組 織 に 針 を 刺 入 し た 状
態 で 向 き を 変 え る こ と を 目 的 と す る た め に 、 挿 入 前 に 手 元 側 の 操 作 で 針 を 大 き く 湾 曲 さ せ
る と 、 紐 自 体 が 抵 抗 に な っ て 組 織 に 刺 入 で き な か っ た 。
　 こ の 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 主 な 目 的 は 、 手 元 側 の
操 作 で 針 先 の 向 き を 大 き く 変 更 で き る よ う に す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 可 撓 性 を 有 し 、 体 内 に 挿 入 さ れ
る 長 尺 の シ ー ス と 、 前 記 シ ー ス の 基 端 側 に 設 け ら れ た 操 作 部 と 、 前 記 シ ー ス に 進 退 自 在 に
通 さ れ 、 湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 を 有 す る 針 と 、 前 記 シ ー ス に 対 し て 進 退 自 在 に 設 け ら れ 、 前 記
針 の 先 端 か ら 所 定 長 だ け 基 端 側 に 固 定 さ れ た 固 定 端 を 有 す る 湾 曲 操 作 部 材 と 、 前 記 湾 曲 操
作 部 材 の 前 記 固 定 端 よ り も 基 端 側 を 押 さ え 付 け る 押 さ え 部 材 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 内 視 鏡 用 穿 刺 針 と し た 。
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　 こ の 内 視 鏡 用 穿 刺 針 は 、 湾 曲 操 作 部 材 を 操 作 す る と 、 針 は 湾 曲 操 作 部 材 の 固 定 端 よ り も
基 端 側 で 湾 曲 す る 。 湾 曲 操 作 部 材 の 固 定 端 よ り も 先 端 側 は 湾 曲 し な い の で 、 そ の ま ま 針 を
移 動 さ せ る と 、 湾 曲 し て い な い 部 分 が 組 織 な ど に 刺 入 さ れ る 。 な お 、 所 定 長 と は 、 針 を 組
織 な ど に 刺 入 す る の に 必 要 な 長 さ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 穿 刺 針 に お い て 、 前 記 湾 曲 操 作 部 材
は 、 前 記 固 定 端 か ら 前 記 押 さ え 部 材 に 押 さ え ら れ る 部 分 ま で の 間 に 、 前 記 湾 曲 操 作 部 材 の
他 の 部 分 に 比 べ て 硬 度 が 相 対 的 に 高 い 硬 質 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 穿 刺 針 は 、 硬 質 部 が 押 さ え 部 材 に 当 接 す る と 、 こ れ 以 上 は 湾 曲 操 作 部 材 を
引 け な く な る 。 硬 質 部 の 長 さ は 一 定 な の で 、 硬 質 部 を 抑 え 部 材 に 当 接 さ せ る と 針 の 湾 曲 形
状 が 安 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 穿 刺 針 に お い て 、 前 記 硬 質 部 は 、 前
記 湾 曲 操 作 部 材 に 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 穿 刺 針 は 、 硬 質 部 を 取 り 替 え る こ と で 、 針 の 湾 曲 形 状 を 手 技 に 合 わ せ て 変
化 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 組 織 に 刺 入 す る 針 を 先 端 か ら 所 定 の 距 離 を 残 し て 湾 曲 さ せ る こ と が で
き る の で 、 従 来 の 針 で 実 現 で き な か っ た 方 向 か ら の 刺 入 が 可 能 に な る 。 特 に 、 針 を 略 Ｕ 字
状 に 湾 曲 さ せ る こ と が で き る の で 、 従 来 で は 刺 入 し 難 い 位 置 に 針 を 刺 入 す る こ と が 可 能 に
な る 。 こ れ に よ っ て 、 針 を 組 織 に 刺 入 し て 行 う 手 技 を 容 易 に 行 え る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 穿 刺 針 １ は 、 内 視 鏡 ２ に 挿 入 し て
使 用 さ れ る 。 内 視 鏡 ２ は 、 術 者 が 操 作 を す る 内 視 鏡 操 作 部 ３ か ら 長 尺 の 内 視 鏡 挿 入 部 ４ が
延 び て い る 。 内 視 鏡 操 作 部 ３ に は 、 内 視 鏡 挿 入 部 ４ の 先 端 部 ４ Ａ を 湾 曲 さ せ る ア ン グ ル ノ
ブ ５ や 、 各 種 の ボ タ ン ６ が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 操 作 部 ３ は 、 ユ ニ バ ー サ ル ケ ー
ブ ル ７ を 介 し て 内 視 鏡 制 御 装 置 ８ に 接 続 さ れ て い る 。 内 視 鏡 操 作 部 ３ の 側 部 ３ Ａ に は 、 内
視 鏡 用 穿 刺 針 １ を 挿 入 す る 挿 入 口 を 形 成 す る 口 金 ９ が 形 成 さ れ て い る 。 口 金 ９ は 、 内 視 鏡
挿 入 部 ４ の 先 端 ま で 延 び る 作 業 用 チ ャ ン ネ ル に 通 じ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 内 視 鏡 挿 入 部 ４ の 先 端 部 に は 、 作 業 用 チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 の 開 口 と 、 図 示 し な い 観 察 装
置 や 、 照 明 装 置 が 配 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 内 視 鏡 挿 入 部 ４ の 先 端 部 ４ Ａ に は 、 ア タ ッ チ
メ ン ト １ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ア タ ッ チ メ ン ト １ ２ に は 、 作 業 用 チ ャ ン ネ ル の 開 口 に
合 わ せ て 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 溝 を 通 し て 内 視 鏡 用 穿 刺 針 １ の 先 端 部 が 突 出 し て い る 。 こ
の 溝 内 に は 、 内 視 鏡 用 穿 刺 針 １ の 先 端 部 を 起 上 さ せ る 起 上 台 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 起 上
台 １ ４ は 、 手 元 側 の 操 作 に よ っ て 作 業 用 チ ャ ン ネ ル の 開 口 に 臨 む 基 端 部 を 起 点 と し て 先 端
部 が 起 き 上 が る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ア タ ッ チ メ ン ト １ ２ に は 、 内 視 鏡 用 穿 刺
針 １ が 突 出 す る 領 域 を 避 け る よ う に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ５ が 突 設 さ れ て い る 。 超 音 波 プ ロ
ー ブ １ ５ は 、 複 数 個 の 超 音 波 振 動 子 が 内 視 鏡 用 穿 刺 針 １ の 突 出 側 に 向 け て 、 か つ 内 視 鏡 挿
入 部 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 凸 面 状 （ 扇 形 ） に 配 列 さ れ て い る 。 こ の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ５ は 、
内 視 鏡 操 作 部 ３ か ら 延 び る ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ７ の コ ネ ク タ ７ Ａ か ら 分 岐 す る ケ ー ブ ル
１ ６ を 介 し て 不 図 示 の 超 音 波 観 測 装 置 に 接 続 さ れ る 。 超 音 波 観 測 装 置 は 、 超 音 波 振 動 子 を
電 子 的 に 駆 動 し て 内 視 鏡 ２ の 挿 入 方 向 と 同 一 方 向 に 超 音 波 を 走 査 さ せ 、 超 音 波 断 層 画 像 を
作 成 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 図 ２ は 内 視 鏡 用 穿 刺 針 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 内 視 鏡 用 穿 刺 針 １ の
手 元 側 断 面 、 （ ｂ ） は 内 視 鏡 用 穿 刺 針 １ の 先 端 側 を 拡 大 し た 一 部 断 面 、 （ ｃ ） は 内 視 鏡 用
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穿 刺 針 １ の 先 端 に 配 置 さ れ た 、 後 述 す る 針 管 の 先 端 近 傍 の 外 観 を 表 し て い る 。 こ の 図 ２ に
示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 穿 刺 針 １ は 、 術 者 が 操 作 す る 操 作 部 ２ １ を 有 し 、 操 作 部 ２ １ か ら は
可 撓 性 を 有 す る 長 尺 の 挿 入 部 ２ ２ が 延 び て い る 。 挿 入 部 ２ ２ は 、 主 に 内 視 鏡 ２ を 通 っ て 体
内 に 挿 入 さ れ る 部 分 で あ り 、 シ ー ス ２ ３ の 内 部 に 針 管 ２ ４ が 進 退 自 在 に 通 さ れ て い る 。 針
管 ２ ４ は 、 先 端 部 ２ ４ Ａ が 鋭 利 に 切 り 取 ら れ て お り 、 組 織 に 刺 入 で き る よ う に な っ て い る
。 針 管 ２ ４ の 内 部 に は 、 ス タ イ レ ッ ト ２ ５ が 進 退 自 在 に 通 さ れ て い る 。 ま た 、 針 管 ２ ４ の
先 端 近 傍 の 外 周 表 面 に は 、 超 音 波 反 射 部 ２ ４ Ｃ が 形 成 さ れ て い る （ 特 に 、 図 ２ （ ｃ ） 参 照
） 。 こ の 超 音 波 反 射 部 ２ ４ Ｃ は 、 針 管 ２ ４ の 外 周 表 面 を 凹 凸 に し て 凹 凸 部 を 形 成 し 、 超 音
波 振 動 子 か ら の 超 音 波 を こ の 凹 凸 に よ っ て 乱 反 射 さ せ る こ と に よ り 、 針 管 ２ ４ を 超 音 波 画
像 上 で 明 る く 目 立 つ よ う に 表 示 さ せ る こ と が で き る よ う に し て い る 。 こ こ で 、 こ の 凹 凸 部
は 、 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ １ ０ ９ ５ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る よ う な Ｙ Ａ Ｇ レ ー ザ ー
等 に よ る レ ー ザ ー 加 工 や 放 電 加 工 に よ っ て 針 管 ２ ４ の 先 端 近 傍 表 面 に 例 え ば 円 環 状 の 溝 を
形 成 し 、 若 し く は そ の 他 の 刻 印 や 粗 面 化 加 工 を 施 す こ と に よ っ て 凹 凸 が 形 成 さ れ る も の で
あ る 。
　 さ ら に 、 針 管 ２ ４ の 先 端 か ら 所 定 の 第 一 の 距 離 に は 、 湾 曲 操 作 部 材 で あ る ワ イ ヤ ２ ６ の
一 端 部 （ 固 定 端 ２ ６ Ａ ） が 固 定 さ れ て い る 。 シ ー ス ２ ３ は 、 湾 曲 が 可 能 な 程 度 の 可 撓 性 を
有 す る が 、 ワ イ ヤ ２ ６ が 引 っ 張 れ た と き に ワ イ ヤ ２ ６ に よ っ て シ ー ス ２ ３ の 先 端 部 （ 押 さ
え 部 ） ２ ３ Ａ が 切 断 さ れ な い 程 度 の 強 度 は 有 し て い る 。 シ ー ス ２ ３ 、 針 管 ２ ４ 、 ス タ イ レ
ッ ト ２ ５ は 、 そ れ ぞ れ 操 作 部 ２ １ の 所 定 部 位 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 操 作 部 ２ １ は 、 先 端 に 内 視 鏡 ２ に 装 着 可 能 な 接 続 部 ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 接 続 部 ３ １
は 、 中 心 に 貫 通 孔 ３ ２ が 軸 線 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ て お り 、 こ の 貫 通 孔 ３ ２ に 挿 入 部 ２ ２
が 引 き 込 ま れ て い る 。 接 続 部 ３ １ の 先 端 側 に は 、 貫 通 孔 ３ ２ を 囲 む よ う に 環 状 の 凹 部 ３ ３
が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 凹 部 ３ ３ に は 内 ネ ジ が 刻 ま れ て い る 。 な お 、 貫 通 孔 ３ ２ と 環 状 の
凹 部 ３ ３ と で 形 成 さ れ る 筒 状 部 ３ ４ は 、 挿 入 部 ２ ２ の 折 れ を 防 止 す る 役 割 を 有 す る 。 接 続
部 ３ １ の 基 端 側 で は 、 貫 通 孔 ３ ２ が 拡 径 さ れ て お り 、 こ の 拡 径 部 に は Ｏ リ ン グ ３ ５ が 挿 入
さ れ た 後 に シ ー ス ス ケ ー ル ３ ６ の 先 端 部 が 螺 入 さ れ て い る 。 Ｏ リ ン グ ３ ５ は 、 後 に 詳 細 に
説 明 す る 手 技 に お い て 体 内 の 内 容 物 や 流 体 が 逆 流 す る こ と を 防 止 す る シ ー ル 部 材 で あ る 。
シ ー ス ス ケ ー ル ３ ６ は 、 Ｏ リ ン グ ３ ５ を 押 し 潰 し て 挿 入 部 ２ ２ に 圧 接 さ せ る こ と で 気 密 構
造 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 シ ー ス ス ケ ー ル ３ ６ は 、 筒 状 の ス ケ ー ル 本 体 ３ ７ を 有 し 、 内 部 に 挿 入 部 ２ ２ が 進 退 自 在
に 通 さ れ て い る 。 ス ケ ー ル 本 体 ３ ７ の 外 径 は 、 接 続 部 ３ １ の 外 径 よ り も 小 さ く な っ て お り
、 接 続 部 ３ １ の 基 端 面 と の 間 に は 段 差 が 形 成 さ れ て い る 。 ス ケ ー ル 本 体 ３ ７ の 基 端 部 に は
、 径 方 向 外 側 に 環 状 の ス ト ッ パ ３ ８ が 突 設 さ れ て い る 。 な お 、 ス ケ ー ル 本 体 ３ ７ の 外 周 面
に は 、 軸 線 方 向 に 沿 っ て 目 盛 （ 不 図 示 ） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な シ ー ス ス ケ ー ル ３ ７ の 外 周 に は 、 シ ー ス ア ジ ャ ス タ ３ ９ が 配 置 さ れ て い る 。
シ ー ス ア ジ ャ ス タ ３ ９ は 、 筒 状 の ア ジ ャ ス タ 本 体 ４ ０ を 有 す る 。 ア ジ ャ ス タ 本 体 ４ ０ の 内
径 は 、 シ ー ス ス ケ ー ル ３ ６ の ス ト ッ パ ３ ８ の 外 径 に 略 等 し い 。 ア ジ ャ ス タ 本 体 ４ ０ の 先 端
部 に は 、 支 持 部 ４ １ が 固 定 さ れ て い る 。 支 持 部 ４ １ に は 、 径 方 向 に 貫 通 す る ネ ジ 孔 が 形 成
さ れ て お り 、 こ の ネ ジ 孔 に シ ー ス ア ジ ャ ス タ 固 定 ネ ジ （ 以 下 、 固 定 ネ ジ と い う ） ４ ２ が 螺
入 さ れ て い る 。 支 持 部 ４ １ の 内 径 は 、 シ ー ス ス ケ ー ル ３ ６ の ス ケ ー ル 本 体 ３ ７ の 外 径 に 略
等 し く 、 支 持 部 ４ １ の 外 径 は 、 接 続 部 ３ １ の 外 径 よ り も 大 き い 。 し た が っ て 、 シ ー ス ア ジ
ャ ス タ ３ ９ は 、 支 持 部 ４ １ が 接 続 部 ３ １ に 突 き 当 た る ま で 前 進 で き 、 前 記 支 持 部 ４ １ が シ
ー ス ス ケ ー ル ３ ７ の ス ト ッ パ ３ ８ に 突 き 当 た る ま で 後 退 で き る 。
　 ま た 、 ア ジ ャ ス タ 本 体 ４ ０ の 基 端 部 に は 、 シ ー ス 固 定 片 ４ ４ が 固 定 さ れ て い る 。 シ ー ス
固 定 片 ４ ４ は 、 挿 入 部 ２ ２ を 貫 通 す る 貫 通 孔 ４ ５ を 有 し 、 先 端 部 ４ ４ Ａ が ス ケ ー ル 本 体 ３
７ に 挿 入 可 能 に 縮 径 し て い る 。 貫 通 孔 ４ ５ の 内 周 面 に は 、 挿 入 部 ２ ２ を 構 成 す る シ ー ス ２
３ が 固 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 シ ー ス 固 定 片 ４ ４ の 基 端 部 か ら は 、 挿 入 部 ２ ２ の 針 管 ２ ４
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、 ス タ イ レ ッ ト ２ ５ 、 及 び ワ イ ヤ ２ ６ が 引 き 出 さ れ る と 共 に 、 針 管 ２ ４ 及 び ス タ イ レ ッ ト
２ ５ を 覆 う よ う に 針 ス ケ ー ル ５ ０ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 針 ス ケ ー ル ５ ０ は 、 シ ー ス 固 定 片 ４ ４ よ り も 小 径 の 筒 体 で あ り 、 そ の 外 周 面 に 長 さ 方 向
に 沿 っ て 目 盛 （ 不 図 示 ） が 形 成 さ れ て い る 。 針 ス ケ ー ル ５ ０ の 先 端 部 で 、 シ ー ス 固 定 片 ４
４ か ら 外 部 に 露 出 す る 部 分 に は 、 ス リ ッ ト ５ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の ス リ ッ ト ５ ２ か ら
ワ イ ヤ ２ ６ が 引 き 出 さ れ て い る 。 ワ イ ヤ ２ ６ の 基 端 部 に は 、 指 を か け る リ ン グ ５ ３ が 取 り
付 け ら れ て い る 。 針 ス ケ ー ル ５ ０ の 基 端 部 に は 、 係 止 用 突 起 ５ ４ が 拡 径 方 向 に 環 状 に 突 設
さ れ て い る 。 係 止 用 突 起 ５ ４ の 内 周 に は 、 環 状 の 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 溝 に Ｏ リ ン グ
５ ５ が 装 着 さ れ て い る 。 Ｏ リ ン グ ５ ５ は 、 体 内 側 か ら の 内 容 物 や 流 体 の 逆 流 を 防 止 す る シ
ー ル 部 材 で あ る 。 針 ス ケ ー ル ５ ０ に は 、 ス ト ッ パ ６ ０ と 、 針 ス ラ イ ダ ６ １ と が 、 針 ス ケ ー
ル ５ ０ を 覆 う よ う に 、 か つ 針 ス ケ ー ル ５ ０ の 長 さ 方 向 に 進 退 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ス ト ッ パ ６ ０ は 、 径 方 向 に 貫 通 す る ネ ジ 孔 が １ つ 形 成 さ れ て お り 、 こ こ に ス ト ッ パ 固 定
ネ ジ ６ ２ が 螺 入 さ れ て い る 。 針 ス ラ イ ダ ６ １ は 、 先 端 に 針 ス ラ イ ダ 係 合 片 ６ ３ が 固 定 さ れ
た 筒 体 か ら な る 。 針 ス ラ イ ダ 係 合 片 ６ ３ の 先 端 部 は 、 縮 径 し た 係 合 部 ６ ３ Ａ が 環 状 に 形 成
さ れ て お り 、 こ の 係 合 部 ６ ３ Ａ を 針 ス ケ ー ル ５ ０ 側 の 係 止 用 突 起 ５ ４ に 先 端 側 か ら 突 き 当
て る こ と で 、 針 ス ラ イ ダ ６ １ の 抜 け 落 ち を 防 止 す る 。 な お 、 針 ス ラ イ ダ ６ １ は 、 ス ト ッ パ
６ ０ に 突 き 当 た る ま で 前 進 さ せ る こ と が で き 、 ス ト ッ パ ６ ０ の 位 置 は 、 そ の 進 退 可 能 な 範
囲 内 で 手 技 に 応 じ て 調 整 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 針 ス ラ イ ダ ６ １ は 、 基 端 部 に 吸 引 口 金 ６ ５ が 固 定 さ れ て い る 。 吸 引 口 金 ６ ５ は
、 不 図 示 の 吸 引 装 置 に 接 続 可 能 な 形 状 を 有 す る 。 吸 引 口 金 ６ ５ の 先 端 側 に は 、 ガ イ ド 管 ６
６ が 固 定 さ れ て お り 、 針 管 ２ ４ は 、 ガ イ ド 管 ６ ６ 内 を 通 っ て 吸 引 口 金 ６ ５ に 固 定 さ れ て い
る 。 こ こ で 、 吸 引 口 金 ６ ５ は 筒 状 形 状 を し て お り 、 そ の 内 面 に は 異 な る 内 径 を 有 す る よ う
な ２ つ の 段 部 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す 如 く 、 小 径 の 段 部 へ 針 管 ２ ４
の 基 端 部 を 当 接 さ せ る と 共 に 、 大 径 の 段 部 へ ガ イ ド 管 ６ ６ の 基 端 部 を 当 接 さ せ 、 そ れ ぞ れ
吸 引 口 金 ６ ５ に 対 し て 位 置 決 め 固 定 す る よ う に し て い る 。 ガ イ ド 管 ６ ６ は 、 針 ス ラ イ ダ ６
１ を 針 ス ケ ー ル ５ ０ か ら 引 き 出 し た と き に 針 管 ２ ４ の 撓 み や 曲 が り を 防 止 す る 役 割 を 有 し
、 針 管 ２ ４ と 同 軸 に 延 び 、 そ の 先 端 部 は 、 Ｏ リ ン グ ５ ５ で 支 持 さ れ つ つ 、 針 ス ケ ー ル ５ ０
内 に 挿 入 さ れ て い る 。 さ ら に 、 吸 引 口 金 ６ ５ の 基 端 か ら は 、 ス タ イ レ ッ ト ２ ５ が 引 き 出 さ
れ て い る 。 ス タ イ レ ッ ト ２ ５ の 基 端 部 は 、 ス タ イ レ ッ ト 口 金 ６ ７ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の
ス タ イ レ ッ ト 口 金 ６ ７ は 、 吸 引 口 金 ６ ５ に 係 合 可 能 な 形 状 に な っ て い る 。 な お 、 ス タ イ レ
ッ ト ２ ５ を 引 き 抜 い た と き に は 、 ス タ イ レ ッ ト 口 金 ６ ７ に は 、 吸 引 用 の シ リ ン ジ が 接 続 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 の 形 態 の 作 用 に つ い て 図 ３ 乃 至 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に お
い て は 、 内 視 鏡 ２ を 患 者 の 口 又 は 鼻 か ら 挿 入 し 、 消 化 管 と 、 他 の 臓 器 な ど の 組 織 （ 他 の 組
織 ） と を 縫 い 合 わ せ て 消 化 管 と 他 の 組 織 と の 位 置 を 固 定 す る 手 技 に つ い て 説 明 す る が 、 本
実 施 の 形 態 は こ れ に 限 定 さ れ ず に 種 々 の 手 技 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 最 初 に 、 内 視 鏡 挿 入 部 ４ の 先 端 部 ４ Ａ に 設 け ら れ た 観 察 装 置 及 び 照 明 装 置 を 用 い て 生 体
内 の 観 察 を 行 い な が ら 、 内 視 鏡 挿 入 部 ４ を 処 置 対 象 部 位 ま で 導 入 す る 。 内 視 鏡 挿 入 部 ４ が
処 置 対 象 部 位 に 達 し た ら 、 内 視 鏡 用 穿 刺 針 １ を 口 金 ９ か ら 作 業 用 チ ャ ン ネ ル に 挿 入 す る 。
こ の と き 、 内 視 鏡 用 穿 刺 針 １ は 、 支 持 部 ４ １ が シ ー ス ス ケ ー ル ３ ６ の ス ト ッ パ ３ ８ に 当 接
す る ま で シ ー ス ア ジ ャ ス タ ３ ９ を 引 き 戻 し て お く 。 さ ら に 、 針 管 ２ ４ が シ ー ス ２ ３ 内 に 収
容 さ れ る よ う に 、 針 ス ラ イ ダ ６ １ を 針 ス ケ ー ル ５ ０ か ら 引 き 出 し て お く 。 内 視 鏡 用 穿 刺 針
１ の 先 端 部 が 作 業 用 チ ャ ン ネ ル の 先 端 か ら 突 出 し た ら 、 操 作 部 ２ １ の 接 続 部 ３ １ を 挿 入 口
金 ９ に ね じ 込 ん で 、 内 視 鏡 用 穿 刺 針 １ を 内 視 鏡 ２ に 固 定 す る 。 次 い で 、 シ ー ス ア ジ ャ ス タ
３ ９ を 少 し ず つ 押 し 出 し 、 内 視 鏡 用 穿 刺 針 １ の 先 端 部 が 作 業 用 チ ャ ン ネ ル の 先 端 か ら 突 出
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し た ら 、 固 定 ネ ジ ４ ２ を 締 め 込 み 、 シ ー ス ア ジ ャ ス タ ３ ９ を 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ５ で 消 化 管 の 外 側 の 超 音 波 断 層 画 像 を 取 得 し 、 針 管 ２ ４ を 刺 入 す る 位
置 の 確 認 を し た ら 、 起 上 台 １ ４ を 起 き 上 が ら せ て 挿 入 部 ２ ２ の 先 端 部 を 刺 入 位 置 に 臨 ま せ
る 。 針 管 ２ ４ を 消 化 管 に 刺 入 す る と き に は 、 ス ト ッ パ 固 定 ネ ジ ６ ２ を 弛 め 、 ス ト ッ パ ６ ０
及 び 針 ス ラ イ ダ ６ １ を 針 ス ケ ー ル ５ ０ に 沿 っ て 前 進 さ せ る 。 こ こ で 、 シ ー ス ア ジ ャ ス タ ３
９ は 固 定 ネ ジ ４ ２ で シ ー ス ス ケ ー ル ３ ７ に 固 定 さ れ て い る の で 、 シ ー ス ２ ３ は 移 動 し な い
。 し た が っ て 、 針 管 ２ ４ 及 び ス タ イ レ ッ ト ２ ５ が 、 シ ー ス ２ ３ に 対 し て 相 対 的 に 前 進 す る
。 そ の 結 果 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 針 管 ２ ４ が シ ー ス ２ ３ か ら 突 出 し て 、 消 化 管 の 壁 部 Ｗ １
を 内 側 か ら 外 側 に 穿 通 し 、 さ ら に 消 化 管 の 外 側 に あ る 他 の 組 織 Ｗ ２ を 外 側 （ 消 化 管 に 臨 む
方 向 ） か ら 内 側 に 穿 通 す る 。 こ れ に よ っ て 、 第 １ の 穿 通 孔 Ｐ １ が 形 成 さ れ る 。 そ の 後 、 シ
ー ス ア ジ ャ ス タ ３ ９ を 前 進 さ せ 、 挿 入 部 ２ ２ 全 体 を 前 進 さ せ る 。 シ ー ス ２ ３ が 、 他 の 組 織
Ｗ ２ の 内 面 Ｗ ２ １ よ り も 突 出 し た ら 、 固 定 ネ ジ ４ ２ を 締 め 込 ん で シ ー ス ア ジ ャ ス タ ３ ９ を
シ ー ス ス ケ ー ル ３ ６ に 固 定 す る 。 シ ー ス ２ ３ が 他 の 組 織 Ｗ ２ か ら 突 出 す る 長 さ は 、 消 化 管
の 壁 部 Ｗ １ の 厚 さ に 他 の 組 織 Ｗ ２ の 厚 さ を 加 え た 量 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 ワ イ ヤ ２ ６ を 引 い て 針 管 ２ ４ の 先 端 部 を 湾 曲 さ せ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ
２ ６ は 、 シ ー ス ２ ３ の 先 端 部 ２ ３ Ａ に 押 さ え 付 け ら れ る こ と で 、 針 管 ２ ４ の 先 端 部 ２ ４ Ａ
を シ ー ス ２ ３ に 近 接 す る よ う に 引 っ 張 る 。 ワ イ ヤ ２ ６ に よ っ て 引 っ 張 れ た 針 管 ２ ４ は 、 ワ
イ ヤ ２ ６ の 固 定 端 ２ ６ Ａ よ り も 基 端 側 で 湾 曲 部 ２ ４ Ｂ を 形 成 し て 略 Ｕ 字 状 に 湾 曲 す る 。 な
お 、 針 管 ２ ４ を 湾 曲 さ せ る 際 に は 、 超 音 波 断 層 画 像 上 で 針 管 ２ ４ の 先 端 近 傍 に 形 成 さ れ た
超 音 波 反 射 部 ２ ４ Ｃ か ら の 反 射 に よ る 像 を 確 認 し な が ら 湾 曲 さ せ る 。 こ の よ う に す る こ と
で 、 針 管 ２ ４ の 位 置 を 超 音 波 断 層 画 像 か ら 正 確 に 確 認 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 針
管 ２ ４ の 先 端 部 ２ ４ Ａ が 不 意 に 他 の 組 織 を 傷 付 け る こ と を 容 易 に 防 止 で き 、 安 全 に 針 管 ２
４ を 湾 曲 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 針 管 ２ ４ の 先 端 部 ２ ４ Ａ は 、 湾 曲 せ ず に 貫 通 し た 他 の
組 織 Ｗ ２ の 内 面 Ｗ ２ １ に 向 か う 。 シ ー ス ２ ３ は 、 他 の 組 織 Ｗ ２ か ら 突 出 し て い る の で 、 ワ
イ ヤ ２ ６ が 他 の 組 織 Ｗ ２ を 傷 付 け る こ と は な い 。 ワ イ ヤ ２ ６ を 引 き 込 ん で 針 管 ２ ４ の 先 端
部 ２ ４ Ａ を 第 １ の 穿 通 孔 Ｐ １ か ら 所 定 距 離 だ け 離 れ た 位 置 に 向 け た ら 、 固 定 ネ ジ ４ ２ を 弛
め て シ ー ス ア ジ ャ ス タ ３ ９ を 後 退 さ せ る 。 シ ー ス ２ ３ 及 び 針 管 ２ ４ 、 ス タ イ レ ッ ト ２ ５ が
一 体 的 に 後 退 し 、 針 管 ２ ４ が 他 の 組 織 Ｗ ２ の 内 面 Ｗ ２ １ 側 か ら 逆 向 き に 刺 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 針 管 ２ ４ は 、 他 の 組 織 Ｗ ２ と 消 化 管 の 壁 部 Ｗ １ と を 逆 方 向 に 順 番 に
穿 通 し て 第 ２ の 穿 通 孔 Ｐ ２ を 形 成 し 、 消 化 管 の 内 部 に 突 出 す る 。 シ ー ス ２ ３ の 先 端 部 ２ ３
Ａ に 押 さ え 付 け ら れ た ワ イ ヤ ２ ６ は 、 他 の 組 織 Ｗ ２ に は 引 き 込 ま れ ず に 、 他 の 組 織 Ｗ ２ の
内 側 に 残 る 。 第 ２ の 穿 通 孔 Ｐ ２ と 第 １ の 穿 通 孔 Ｐ １ と の 間 の 距 離 は 、 ワ イ ヤ ２ ６ の 固 定 端
２ ６ Ａ か ら ワ イ ヤ ２ ６ が シ ー ス ２ ３ の 先 端 部 ２ ３ Ａ に 押 さ え 付 け ら れ た 部 分 ま で の 距 離 に
略 等 し い 。 し た が っ て 、 針 管 ２ ４ を シ ー ス ２ ３ か ら 突 出 さ せ る 量 を 予 め 調 整 し て お け ば 、
針 管 ２ ４ の 突 出 量 、 つ ま り シ ー ス ２ ３ か ら 露 出 す る ワ イ ヤ ２ ６ の 長 さ に 応 じ て 刺 入 位 置 を
調 整 す る こ と が で き る 。 な お 、 針 管 ２ ４ を 湾 曲 さ せ る と き に は 、 ワ イ ヤ ２ ６ を 引 く 代 わ り
に ワ イ ヤ ２ ６ を 固 定 し た 状 態 で 針 管 ２ ４ の み を 前 進 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 ス タ イ レ ッ ト ２ ５ を 引 き 抜 い て 、 針 管 ２ ４ 内 に 縫 合 糸 （ 不 図 示 ） を 通 し 、 縫 合 糸
の 先 端 部 を 針 管 ２ ４ の 先 端 開 口 か ら 送 り 出 す 。 針 管 ２ ４ 及 び シ ー ス ２ ３ を 消 化 管 の 壁 部 Ｗ
１ 及 び 他 の 組 織 Ｗ ２ か ら 抜 去 す る と 、 縫 合 糸 の み が 消 化 管 の 壁 部 Ｗ １ 及 び 他 の 組 織 Ｗ ２ を
重 ね 合 わ せ る よ う に し て 留 置 さ れ る 。 ア ン カ ー な ど を 用 い て 縫 合 糸 の 抜 け 止 め を す る と 、
消 化 管 の 壁 部 Ｗ １ と 他 の 組 織 Ｗ ２ と の 位 置 が 固 定 さ れ る 。 そ の 後 は 、 他 の 必 要 な 手 技 を 実
施 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 針 管 ２ ４ に お い て 消 化 管 の 壁 部 Ｗ １ 及 び 他 の 組 織 Ｗ ２ を 貫 通
す る 部 分 よ り も 基 端 側 に ワ イ ヤ ２ ６ を 取 り 付 け 、 ワ イ ヤ ２ ６ を 引 っ 張 る こ と で 針 管 ２ ４ の
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シ ー ス ２ ３ か ら 突 出 す る 部 分 を Ｕ 字 型 に 湾 曲 さ せ る よ う に し た の で 、 内 視 鏡 ２ を 消 化 管 の
壁 部 Ｗ １ 及 び 他 の 組 織 Ｗ ２ に 貫 通 さ せ る こ と な く 、 逆 方 向 か ら 針 管 ２ ４ を 穿 通 さ せ る こ と
が 可 能 に な る 。 こ の た め 、 消 化 管 の 内 側 か ら 他 の 組 織 Ｗ ２ を 経 て 再 び 消 化 管 の 内 側 に 抜 け
る よ う に 縫 合 糸 を 通 す こ と が 可 能 に な り 、 消 化 管 の 壁 部 Ｗ １ と 他 の 組 織 Ｗ ２ と を 重 ね た 状
態 で 固 定 す る 作 業 が 容 易 に な る 。 な お 、 こ の よ う な 作 用 及 び 効 果 を 実 現 す る た め に 、 針 管
２ ４ の 先 端 か ら ワ イ ヤ ２ ６ の 固 定 端 ２ ６ Ａ ま で の 距 離 は 、 必 要 な 長 さ 、 つ ま り 消 化 管 の 壁
部 Ｗ １ の 厚 さ と 他 の 組 織 Ｗ ２ の 厚 さ の 和 よ り も 長 く な っ て い る 。
　 ま た 、 ワ イ ヤ ２ ６ の 押 さ え 部 材 と し て シ ー ス ２ ３ の 先 端 部 ２ ３ Ａ を 使 用 し た の で 、 ワ イ
ヤ ２ ６ で 組 織 が 傷 付 け ら れ る こ と は な い 。 さ ら に 、 シ ー ス ２ ３ と ワ イ ヤ ２ ６ の 固 定 端 ２ ６
Ａ ま で の 距 離 を 調 整 す る こ と で 、 針 管 ２ ４ の 刺 入 位 置 （ 第 １ の 穿 通 孔 Ｐ １ か ら 第 ２ の 穿 通
孔 Ｐ ２ ま で の 距 離 ） を 調 整 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 こ の 実 施 の
形 態 は 、 ワ イ ヤ に 硬 質 部 を 設 け た こ と が 第 １ の 実 施 の 形 態 と 異 な る 。 こ の た め 、 第 １ の 実
施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。 ま た 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る
。
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 穿 刺 針 ７ １ は 、 ワ イ ヤ ２ ６ の 固 定 端 ２ ６ Ａ か ら 所 定 距 離 だ
け 基 端 側 に 、 硬 質 部 で あ る ス ペ ー サ ７ ２ が 圧 入 等 に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 ス ペ ー サ
７ ２ は 、 針 管 ２ ４ よ り も 湾 曲 し に く い 材 料 か ら 製 造 さ れ て お り 、 ス ペ ー サ ７ ２ で ワ イ ヤ ２
６ を 覆 う こ と で 、 こ の 部 分 の ワ イ ヤ ２ ６ を 湾 曲 で き な く し て い る 。 ス ペ ー サ ７ ２ の 基 端 か
ら ワ イ ヤ ２ ６ の 固 定 端 ２ ６ Ａ ま で の 長 さ は 、 第 １ の 穿 通 孔 Ｐ １ か ら 第 ２ の 穿 通 孔 Ｐ ２ ま で
の 距 離 と 略 等 し く す る こ と が 好 ま し い 。 ス ペ ー サ ７ ２ の 外 径 は 、 針 管 ２ ４ と 共 に シ ー ス ２
３ 内 に 収 容 可 能 な 大 き さ で あ る 。 な お 、 硬 質 部 は 、 ス ペ ー サ ７ ２ を 圧 入 す る 代 わ り に ワ イ
ヤ ２ ６ の 一 部 を 熱 処 理 し た り 、 ワ イ ヤ ２ ６ に ロ ウ を 滲 み 込 ま せ た り し て 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 穿 刺 針 ７ １ を 使 用 す る と き に は 、 ス ペ ー サ ７ ２ 及 び 針 管 ２ ４ を シ ー ス ２ ３
に 収 容 し た 状 態 で 、 内 視 鏡 ２ に 通 し 、 刺 入 位 置 ま で 導 入 す る 。 針 管 ２ ４ を シ ー ス ２ ３ か ら
突 出 さ せ 、 消 化 管 の 壁 部 Ｗ １ と 、 他 の 組 織 Ｗ ２ を 順 番 に 貫 通 さ せ る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、
シ ー ス ２ ３ を 他 の 組 織 Ｗ ２ の 内 面 Ｗ ２ １ と 面 一 又 は 内 側 に 突 出 さ せ た 状 態 で 、 針 管 ２ ４ を
さ ら に 突 出 さ せ 、 ス ペ ー サ ７ ２ を シ ー ス ２ ３ の 先 端 部 ２ ３ Ａ か ら 外 側 に 引 き 出 す 。 術 者 が
ワ イ ヤ ２ ６ を 引 っ 張 る と 、 針 管 ２ ４ が 他 の 組 織 Ｗ ２ の 内 面 Ｗ ２ １ に 向 け て Ｕ 字 状 に 湾 曲 す
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ ２ ６ は 、 ス ペ ー サ ７ ２ が シ ー ス ２ ３ 側 で 針 管 ２ ４ に
当 接 す る ま で 引 っ 張 る こ と が で き る 。 こ の と き の 針 管 ２ ４ の 先 端 は 、 予 定 さ れ た 第 ２ の 穿
通 孔 Ｐ ２ に 対 応 し た 位 置 に な る 。 し た が っ て 、 こ の ま ま 、 内 視 鏡 用 穿 刺 針 ７ １ を 引 き 戻 す
と 、 針 管 ２ ４ が 他 の 組 織 Ｗ ２ と 消 化 管 の 壁 部 Ｗ １ と を 順 番 に 穿 通 す る 。
　 な お 、 ス ペ ー サ ７ ２ の 圧 入 強 度 は 、 手 技 の 途 中 で は ス ペ ー サ ７ ２ の 位 置 は ず れ な い が 、
必 要 に 応 じ て ワ イ ヤ ２ ６ か ら 取 り 外 し で き る よ う な 強 度 で あ る 。 こ の た め 、 第 １ の 穿 通 孔
Ｐ １ と 第 ２ の 穿 通 孔 Ｐ ２ と の 間 隔 を 替 え た い 場 合 に は 、 所 望 す る 間 隔 に 対 応 し た 長 さ の ス
ペ ー サ に 取 り 替 え れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ス ペ ー サ ７ ２ を 設 け る こ と で 、 針 管 ２ ４ を 湾 曲 さ せ た と き の
先 端 部 ２ ４ Ａ の 位 置 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 針 管 ２ ４ の 操 作 が 安 定 し 、 刺
入 し 易 く な る 。 ス ペ ー サ ７ ２ の 長 さ を 予 め 最 適 化 し て お く こ と で 、 第 ２ の 穿 通 孔 Ｐ ２ の 形
成 位 置 が 第 １ の 穿 通 孔 Ｐ １ を 基 準 と し て 精 度 良 く 形 成 で き る よ う に な る 。 ま た 、 ロ ウ 付 け
し た 場 合 を 含 め て 、 ス ペ ー サ ７ ２ を 取 り 除 け る 構 成 に し た 場 合 に は 、 手 技 に 合 わ せ て 針 管
２ ４ の 湾 曲 形 状 を 変 更 す る こ と が 可 能 に な る 。 ス ペ ー サ ７ ２ を 取 り 除 き 不 能 に し た 場 合 に
は 、 針 管 ２ ４ の 湾 曲 形 状 の 調 整 作 業 を 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 な お 、 本 発 明 は 、 前 記 の 各 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず に 広 く 応 用 す る こ と が で き る 。
　 例 え ば 、 消 化 管 の 壁 部 Ｗ １ と 他 の 組 織 Ｗ ２ と に 縫 合 糸 を 貫 通 さ せ る と き に は 、 針 管 ２ ４
に 縫 合 糸 を 最 初 か ら 入 れ て お い て も 良 い 。
　 シ ー ス ２ ３ の 先 端 部 ２ ３ Ａ に 、 金 属 製 の 押 さ え 部 材 （ 押 さ え 部 ） を 取 り 付 け て も 良 い 。
ま た 、 シ ー ス ２ ３ と は 異 な る 押 さ え 部 材 を シ ー ス ２ ３ に 沿 っ て 挿 入 し 、 シ ー ス ２ ３ の 先 端
部 ２ ３ Ａ に 対 し て 突 没 さ せ て も 良 い 。
　 ワ イ ヤ ２ ６ の 操 作 部 は 、 針 ス ケ ー ル ５ ０ の ス リ ッ ト ５ ２ か ら 引 き 出 し た リ ン グ ５ ３ に す
る 代 わ り に 、 針 ス ケ ー ル ５ ０ に 摺 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ た ス ラ イ ダ で あ っ て も 良 い 。 こ の
場 合 に は 、 ス ラ イ ダ に ワ イ ヤ ２ ６ の 基 端 部 が 固 定 さ れ 、 ス ラ イ ダ を 針 ス ケ ー ル ５ ０ に 沿 っ
て 針 ス ラ イ ダ ６ １ 側 に 後 退 さ せ る と 、 ワ イ ヤ ２ ６ が 引 っ 張 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ５ の 形 態 は 、 図 １ に 示 す も の に 限 定 さ れ な い 。 内 視 鏡 ２ は 、 超 音 波 プ
ロ ー ブ １ ５ が 装 着 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 で な く て も 良 い 。
　 硬 質 部 は 、 ワ イ ヤ ２ ６ の 径 方 向 に 収 縮 可 能 な 部 材 か ら 製 造 し て も 良 い 。 こ の 場 合 の 硬 質
部 は 、 縮 径 さ せ た 状 態 で シ ー ス ２ ３ 内 に 収 容 さ れ 、 シ ー ス ２ ３ か ら 突 出 し た と き に は 、 拡
径 （ 又 は 復 元 ） す る 。 拡 径 し た 硬 質 部 は 、 シ ー ス ２ ３ 内 に 引 き 込 め な く な る の で 、 針 管 ２
４ の 湾 曲 形 状 を 安 定 し 易 く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 穿 刺 針 を 内 視 鏡 に 通 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 用 穿 刺 針 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 手 元 側 断 面 、 （ ｂ ） は 先 端
側 を 拡 大 し た 一 部 断 面 、 （ ｃ ） は 針 管 の 先 端 近 傍 の 外 観 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 内 視 鏡 用 穿 刺 針 を 消 化 器 及 び 他 の 組 織 に 穿 通 さ せ て 第 １ の 穿 通 孔 を 形 成 し た 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 ワ イ ヤ を 引 っ 張 っ て 針 管 を 湾 曲 さ せ た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 湾 曲 さ せ た 針 管 で 他 の 組 織 及 び 消 化 管 を 穿 通 し て 第 ２ の 穿 通 孔 を 形 成 し た 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 ワ イ ヤ に 硬 質 部 を 設 け た 内 視 鏡 用 穿 刺 針 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 針 管 を 突 出 さ せ て 、 硬 質 部 を シ ー ス の 外 に 送 り 出 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 硬 質 部 で 針 管 の 湾 曲 量 を 調 整 し て 第 ２ の 穿 通 孔 を 形 成 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ ， ７ １ 　 　 　 内 視 鏡 用 穿 刺 針
　 ２ ３ 　 　 　 シ ー ス
　 ２ ３ Ａ 　 　 先 端 部 （ 押 さ え 部 材 ）
　 ２ ４ 　 　 　 針 管 （ 針 ）
　 ２ ４ Ａ 　 　 　 先 端 部
　 ２ ４ Ｂ 　 　 　 湾 曲 部
　 ２ ６ 　 　 　 ワ イ ヤ （ 湾 曲 操 作 部 材 ）
　 ２ ６ Ａ 　 　 　 固 定 端
　 ７ ２ 　 　 　 ス ペ ー サ （ 硬 質 部 ）

10

20

30

40

(8) JP 2007-181539 A 2007.7.19



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(9) JP 2007-181539 A 2007.7.19



【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(10) JP 2007-181539 A 2007.7.19



フロントページの続き

(72)発明者  佐藤　雅俊
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
(72)発明者  須田　直人
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
Ｆターム(参考) 4C060 BB11  MM24 
　　　　 　　  4C061 GG15  JJ01  JJ06 
　　　　 　　  4C066 BB03  FF03 

(11) JP 2007-181539 A 2007.7.19



专利名称(译) 内视镜用穿刺针

公开(公告)号 JP2007181539A 公开(公告)日 2007-07-19

申请号 JP2006001085 申请日 2006-01-06

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯医疗株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

[标]发明人 佐藤雅俊
須田直人

发明人 佐藤 雅俊
須田 直人

IPC分类号 A61B17/34 A61B1/00 A61B17/06 A61M5/14

FI分类号 A61B17/34 A61B1/00.334.D A61B17/06.310 A61M5/14.B A61B1/018.515 A61B17/06.510 A61M5/14.
540

F-TERM分类号 4C060/BB11 4C060/MM24 4C061/GG15 4C061/JJ01 4C061/JJ06 4C066/BB03 4C066/FF03 4C160
/BB05 4C160/BB11 4C160/GG38 4C160/MM32 4C160/MM43 4C160/NN02 4C160/NN07 4C160/NN09 
4C160/NN14 4C161/GG15 4C161/HH22 4C161/JJ01 4C161/JJ06

代理人(译) 塔奈澄夫
正和青山

其他公开文献 JP2007181539A5
JP4436805B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：为内窥镜提供穿刺针，其中针尖的方向可以通过手侧的
操作大大改变。 ŽSOLUTION：用于内窥镜的穿刺针1以从护套23的远端
伸出针管24的状态的顺序穿过消化道的壁部分W1和其他组织W2。当拉
动线26时针管24弯曲成大致U形，并转向另一组织W2的内表面W21。当
用于内窥镜的穿刺针1在该状态下被拉回时，针管24以相反方向的顺序穿
过消化道的其他组织W2和壁部W1。通过线26的拉动量，可以调节第一
穿透孔P1和第二穿透孔P2之间的距离。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/75202094-f16a-46a4-b67e-bc0b8c8b84f1
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038338119/publication/JP2007181539A?q=JP2007181539A

